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（１）中学校区別ワークショップ全体の振り返り

（ア）目的 地域が主体的に地域の魅力や課題を把握し、地域課題の解決などのために協働して
いく「地域づくり」の気運醸成と、本市の最上位計画として策定する2040年を展望
した「長期ビジョン」に地域の声を反映するため開催。

（イ）期間 令和2年（2020年）12月6日～令和3年（2021年）7月18日

（ウ）方法 37中学校区を13グループに分け、各グループ２回、合計26回実施。

（エ）参加者 延べ参加者：653名（第１回：346名、第２回：307名）

参加団体等：町会自治会連合会、住民協議会、学校運営協議会、民生委員児童委員協議会、
青少年対策地区委員会、 福祉ボランティア団体、市民活動協議会、国際協会、
障害者団体連絡協議会、商工会議所、青年会議所、環境市民会議会員、
地球温暖化防止活動推進委員、小・中学校PTA、無作為抽出市民、公募市民

（オ）内容 第1回：様々な世代が豊かに暮らせる「地域のありたい姿」について、テーマや
キーワードを検討。

第2回：地域のありたい姿とその実現に向けて必要なことを整理。

検討された「地域のありたい姿」は65件、「その実現に向けて必要なこと」は1,075件。

１

ア 中学校区別ワークショップの概要



（ア）地域のありたい姿

・「つながり」や「多世代」などがキーワードとして

最も多く挙げられた。

・人口減少や高齢化が進むなか、地域内での連携

や行政との更なる協働を図ることでより良い

日常生活を送りたいとの声が多かった。

【地域のありたい姿】

・全世代が手をつなぐまち

・多世代の声が聞けて、それぞれがつながり、笑顔あふれる地域

・安心して多文化・多世代のつながりがあるまち

・いろいろな人がゆるやかにつながれるまち

（イ）ありたい姿の実現に向けて必要なこと

・「ありたい姿の実現に向けて必要なこと」の整理では、「地域主体＆すぐにできる」の分類が、他の分類を

大きく上回った。【地域活動への意欲】

・参加者の多くが「地域活動」や「地域貢献」に対する意欲が高い一方で、そのきっかけや情報がないなどの

課題も挙げられた。【行政による伴走支援、しくみづくりの必要性】

取組主体と時間による

整理（主な内容）

イ 全体から見えた傾向
２



長期ビジョンとは

本市の基本構想・基本計画である「八王子ビジョン2022」の基本計画部分（10か年）が令和4年度
（2022年度）に計画期間を終えることから、新たな基本計画として令和22年（2040年）を展望した
「長期ビジョン」とし、現行の基本構想とあわせて「はちおうじ未来デザイン2040」として策定します。

「みんなで目指す2040年の姿」
みんなで目標を共有して協働のまちづくりを進めていくため、中学校区別ワークショップ参加
者を含め約20,000人の声をもとに11の八王子の未来の姿を定めました。

計画期間
令和５年度（2023年度）～令和12年度（2030年度） 8年間

ここで振り返れば、「中学校区別ワークショップの開催目的」は …大きく分けて２つでした。

「地域づくり」の気運醸成
地域のみなさんの声を本市の最上位計画

である「長期ビジョン」に反映するため

３



(ア) 「地域のありたい姿」をもとに「みんなで目指す2040年の姿」を設定

長期ビジョンの「みんなで目指す2040年の姿」

いろいろな人が
ゆるやかにつな

がれるまち

全世代が
手をつなぐ

まち

自然豊かな公
園を核にした
コミュニティ

豊かな自然の
中でだれでも

安心して
暮らせるまち

自然と文化を
通じた

多世代交流の
まち

笑顔あふれる
子どもから大人
まで一緒に成長

できるまち

子どもとシニ
アが集える
場所づくり

子どもから
シニアまで

楽しく生きが
いを持って暮
らせるまち

関わり合いの
多様性から始ま

る地域

ゆるやかに
つながるまち
－LGBT・外国
人・障害者等－

個性でつなが
る・支え合う

まち多文化・多世代
のつながり
あるまち

４
ウ 長期ビジョンへの反映状況



未来の
主役
づくり

地域全体で子育てを支えるとともに、切れ目のない質の高い教育
を通して、未来を担う子どもの「生きる力」を育みます。

多様な学びの機会を創出し、誰もが働きやすく、社会参加できる環
境を整えることで、一人ひとりの「自己実現力」を育みます。

自然に健康でいられる環境と地域医療体制を整備するとともに、セ
ルフケア能力を高める支援を通して、一人ひとりの健康を育みます。

未来への
つながり
づくり

多様かつ複合化した地域課題の解決に向け、市民力・地域力をもと
にして、地域が主体的に支えあえる「地域づくり」を推進します。

日本遺産をきっかけとして、桑都文化を磨き上げ、地域活動や地域
の産業・経済の活性化を図るほか、豊富な資源を活用した地域主体
の観光まちづくりを推進します。

豊かな産業資源の優位性や学園都市としての知の集積を活かし、産
学官民連携で革新的なイノベーションによる価値創造を目指します。

未来に
続く都市
づくり

自助・互助・共助の連携強化を図るとともに、自然や先端技術を活
用し、災害の脅威から市民の命を守る強靭なまちづくりを推進しま
す。

にぎわいと活力を生み出すため、新産業分野の事業創出や既存産
業への支援を行うほか、公共交通の充実とともにウォーカブルなま
ちづくりを推進します。

自然環境と都市機能が調和した都市の実現に向け、再生可能エネル
ギーの導入推進・普及など持続力を生み出す取組を推進します。

（イ）「重点テーマ及び取組方針」が「地域のありたい姿の実現のために必要なこと」を後押し！

学校と地域の連携
学校コーディネーター
や地域サポーターの拡
充、学校行事への住民
参加、学校公開 子ども食堂の開設

子どもの居場所、各種支援
の入口、空き家活用

５

地域運営の体制づくり
既存の活動団体同士の

連携、地域・学校・企業・
市のネットワーク 活動拠点の設置

市民センターの更なる整備、
多世代交流拠点や地域コミュ
ニティスペースの創設

特産品の活用
特産品の開発、

地域ブランドの創設、
マルシェの開催

交通インフラの整備
コミバスの充実、広く段差
のない歩道の整備



ア 地域づくりの必要性

（取組の背景）

地域を取り巻く環境の変化
 人口減少・少子高齢化の進行による担い手不足、地域活力の低下
 高齢者世帯や単身世帯などの増加
 つながりに対する考え方の多様化による地域コミュニティの希薄化

社会環境の変化
 ライフスタイルや家族形態の変化による価値観の多様化
 感染症対策への意識の高まりやデジタル・トランスフォーメーション（ＤＸ）の進展に伴う

「新しい生活様式」への転換
 自然災害の頻発化・激甚化などによる環境問題への意識の高まり

新たに生じている社会的課題
 子どもの貧困、老老介護、児童虐待、教育格差、ダブルケア、ヤングケアラーなど

（２）地域づくりの必要性と未来像

６



参考資料①（高齢者・単身者世帯の増加）

（出典：「国勢調査」及び「東京都世帯数の予測」をもとに未来デザイン室作成）
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参考資料②（町会・自治会加入率）
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八王子市

平成元年度から比べると
20%以上減少しています。

（出典：所管課データをもとに未来デザイン室作成）
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参考資料③（隣近所との望ましい付き合い方）
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（出典：NHK放送文化研究所「日本人の意識」調査をもとに未来デザイン室作成）
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0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

地域の雇用の場の確保

コミュニティバスなどの移動手段の確保

若者、町内会など地域の担い手の育成・確保

福祉施設の整備

食品や日用品などの配達サービスの支援

住宅の保守・建替え支援、公営住宅の整備

食品や日用品などの移動販売の支援

子育て・教育施設の整備

地域内外の人が集まる交流場所の整備

文化施設の整備

インターネットを活用した遠隔授業・講座

その他

無回答

地域における生活環境について行政が力を入れるべき施策

全年齢

65歳以上

75歳以上

（出典：内閣府 令和２年度 「地域社会の暮らしに関する世論調査」をもとに未来デザイン室作成）

参考資料④（行政に求められている施策）
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参考資料⑤（高齢化率と民生費）

（出典：所管課データをもとに未来デザイン室作成）
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 地域のなかで孤立を深め、不安を感じる住民の増加

 地域や住民のニーズが複雑化・多様化

 地域や行政を安定的かつ持続的に維持・運営していくことが
困難に

解決困難な課題が顕在化

地域づくりを進めていく必要性

今こそ、地域と行政を変革する

があります！
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地域づくりでは、

地域のつながりづくり支援

各地域の実情に応じた施策・事業の展開

安定的で持続可能な行財政運営

行政の責任

身近なところで安心できる、ゆるやかなつながりづくり

課題解決に向けた自立的・主体的な取組

持続可能な地域社会に向けたしくみづくり

地域の姿（役割）

地域と行政、２つの視点からの変革をめざして
「地域づくりの未来像」を定め、その実現に向けて

地域と行政が協力して取り組んでいきます。

＜変革の視点＞

１３



１．多様なつながりをもとに安心して暮らせる地域社会
日常生活での顔の見える関係性のなかでの支えあい、担いあいを通して、誰もがずっと安
心して住み続けられる地域をめざします。

２．地域の自立性・主体性を発揮
従来の制度の縦割りや分野の垣根を超えて、地域の実情やニーズを捉えた柔軟な課題解決
を実現していきます。

３．将来にわたり暮らしを支える「新しい地域のつながり」
デジタル技術も活用しながら多くのステークホルダーとの連携を深め、地域の潜在的なポテ
ンシャルを掘り起こしながら、持続可能な地域社会をつくっていきます。

地域づくりの未来像（地域）

中学校区単位に設置を進めている
地域づくり推進会議を母体に実践していきます

イ 地域づくりの未来像
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地域づくり推進会議とはどんなもの？

地域の未来像の実現に向けて、地域の幅広い分野・世代の活動団体や
住民がともに取組を行っていくための「地域のプラットフォーム」
となるものです。

• 誰でも自由に参加できて、気軽につながりを持てる場になる
• 地域のなかで孤立を深め、不安を感じる住民を地域で支援

• 地域の課題解決に向けた取組を話し合い、合意形成を図る
• 行政の地域単位での施策・事業の展開に合わせた地域独自の取組

• 地域と行政との役割分担による、新しい公共サービス「地域公共
サービス」の実現

• 「新しい地域のつながり」の再構築により持続可能な地域社会へ

地域の未来像１

地域の未来像２

地域の未来像３
１５



＜地域づくり推進会議を母体とする地域づくりの未来像（イメージ）＞ １６



地域づくりの未来像（行政）

１．地域に対する支援体制の確立
地域のことを地域と一緒に考えるしくみを構築していきます。
また、安心感の持てるつながりづくりを支援し、居場所や活動拠点の整備を進めます。

２．圏域や中学校区単位での多様な施策・事業の展開
多様化・複雑化する地域課題に柔軟に対応するために、地域単位での施策・事業の展開を
図っていきます。
（ただし、全市規模で実施することが効果的・効率的である施策・事業については、これまでどおり行政で責任をもって、
一元的・画一的なサービス展開を行います。）

３．役割とニーズを踏まえた「地域公共サービス」の実施
地域が担うことによってこれまで以上に効果的・効率的に実施できる事業や取組について
模索しながら、地域と行政との役割分担によってニーズに合った「地域公共サービス」の展
開、充実を図ります。

市役所（行政）のあり方や体制を見直しながら、
地域にとっての未来像の実現を後押ししていきます。
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地域づくり推進会議の設置を進め、役割・機能の充実

ウ 当面の取組

その中で、地域の皆様のご協力をいただきながら、次のようなことにつ
いて検証を重ね、充実した制度の構築をめざしていきます。

地域づくりの未来像の実現に向けて、八王子市では、

に向けた取組を進めていきます。

１８

推進会議の体制 活動の財源 行政からの支援



（３）地域づくり推進会議の取組紹介

令和３年度は、6月にモデル地区として長房・川口中学校区、12月にみなみ野・南大

沢中学校区に推進会議を設置しました。

推進会議には、多種多様な地域の活動団体や住民の方々に参加していただいてお

り、早速取組をスタートしています！

ア 推進会議の設置

【参加者一覧（長房中学校区の例）】

• 町会自治会
• 住民協議会
• 民生委員児童委員
• 青少年対策長房地区委員会
• 市民活動協議会
• 福祉ボランティア団体
• 八王子地区保護司会

• 長房小学校PTA
• 船田小学校PTA
• 長房中学校PTA
• 長房小学校学校運営協議会
• 長房中学校学校運営協議会
• 長房小学校放課後子ども教室
• 地域住民
（長房西保育園など８名）

合計２０名の参加者による活発な議論！

19



地域カルテ作成
地域づくり推進計画策定
推進会議の運営体制検討

計画に基づく
取組の実践

ステップ１ ステップ２ ステップ３

• 地域情報の共有

• 議論しやすい関係づくり

• 地域のありたい姿とそれに
向けて必要な取組を設定

• 地域で主体的に会議運営
するための検討

• 取組を通じて住民や
団体同士が連携

• 既存の取組の充実
• 新たな取組の開始

イ 取組の流れ
２０

推進会議では、次のようなステップを踏みながら、地域の活動団体や住民の連携に

よる取組を進めていきます。



① 地域カルテ

地域の歴史や文化、活動団体、公共施設等の情報をまとめた地域の参考書となるものです。

住民おすすめ情報も掲載しています。

２１



② 地域づくり推進計画

地域のありたい姿を「将来ビジョン」として掲げ、その将来ビジョンの実現に向けた具体的な取

組をアクションプランとしてまとめた地域の行動計画となります。

（モデル地区である長房・川口中学校区では、令和３年度に策定。みなみ野・南大沢中学校区では、

令和５年度までに策定予定。）

②地域カルテの作成時
に出た、地域の魅力
や課題を整理！

①将来ビジョンを決定！

③将来ビジョンを
実現するために
必要な取組を決定！

２２



２３

③ 計画に基づく取組の実践

モデル地区（長房・川口中学校区）では、地域づくり推進計画を基に、令和４年度からアクションプ

ランで掲げた具体的な取組を実践しています。

【川口中学校区】

将来ビジョン

住みたくなる、住み続けられるまち川口
～自然と共生し、大人から子どもまでの

つながりを大切に～

アクションプラン

プラットフォームづくり～地域の情報や
担い手が集まる場づくり～
⇒各団体の行事を網羅した
コミュニティカレンダーの作成

⇒みんながつながるきっかけとして
マルシェを開催

【長房中学校区】

＜アクションプラン設定の背景＞
各団体が情報を発信しているものの、世代によって
情報の取得方法が異なり、情報量の差がある。

将来ビジョン

多文化・多世代がつながり みんなが安心して
楽しく暮らすまち 長房
～みんなで描く幸福度の高いまちづくり～

アクションプラン

地域情報の発信力の強化

⇒地域施設（スーパー・公共施設等）
で周知

⇒ＳＮＳを活用
⇒地域イベントで発信

＜アクションプラン設定の背景＞
季節のイベントや防犯パトロールなど団体活動が
重複し、マンパワーが分散している。



２４

④ モデル地区における推進会議の開催状況

開催頻度：１か月に１回、運営担当会（１か月に１回）、部会（随時）

【話し合いの主な内容】

〇 自立的・主体的な会議運営の体制構築

〇 市とともに取り組む「※共通テーマ」の検討

〇 部会ごとの取組状況の共有

〇 地域情報の共有

※ 共通テーマとは、公共施設、地域防災、カーボンニュー

トラル、DX（デジタル・トランス・フォーメーション）のこと。

※部会・・・各アクションプランの実行

運営担当会・・・部会の進行管理や推進会議全体での話し合いに向けての連絡調整
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各部会の検討状況（長房中学校区の例）

③
地
域
イ
ベ
ン
ト
部
会

項目 内容

部会開催状況
・推進会議の後と、それとは別に部会を開催している。
・部会でLINEグループを作成し、資料の共有や話し合いをしている。

活動状況
・コロナ禍によりイベントの開催が少ないため、今後は、4団地の連絡協議会と連携し、試行的に地域
情報を掲載したチラシを配布することを考えている。

主な意見や
アイデア

・もう少しLINEでのやりとりが活発化すると良い。
・長房ふれあい端午まつりなど、推進会議に主催者がいるイベントから実施していけると良いのでは
ないか。

①
地
域
施
設
部
会

項目 内容

部会開催状況 ・推進会議とは別に定例的に開催している。（会場はコピオ長房）

活動状況
・モニターを使った情報発信が可能。利用日時についてコピオ側と調整する。
・地域カルテをモニターで流そうと考えている。（シルバーふらっと長房でも可）

主な意見や
アイデア

・地域カルテを長房小学校の教材として使ってもらう話も進んでいる。
・今後、地域カルテの教材利用を他の学校に広げるには行政の協力が必要。

②
Ｓ
Ｎ
Ｓ
部
会

項目 内容

部会開催状況 ・推進会議の後に部会を開催している。

活動状況
・インスタ、Twitter、Facebookを連動させる案が出ている。今後、インスタとTwitterを連動させ、
Facebookを作成していく。
・できるところから始めて投稿する人を増やしていく。

主な意見や
アイデア

・高齢者はLINEの方が慣れている。LINEでも発信できると良いのではないか。
・SNS部会で内容を考えて発信して良いか。推進会議に確認した方が良いか。
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ウ 推進会議参加者の声

長房 川口

令和４年３月15日号広報はちおうじに掲載されています。
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地域づくりに関する詳細や推進会議を設置した４中学校区の

取組状況は、以下の二次元コードからご覧いただけます。

▲地域づくりの
推進について

▲川口中学校区
の取組状況

▲長房中学校区
の取組状況

▲みなみ野中学校区
の取組状況

▲南大沢中学校区
の取組状況

取組状況は市ホームページをご覧ください



意見交換会

準 備 会

推進会議

• 地域の多様な活動団体や住民が地域活動における課題や共有したいことの意見交換を行う。

• 他地区の取組を参考に推進会議等への理解を深め、地域づくりの気運を醸成する。

• 地域づくりの未来像や推進会議設置のプロセスを共有し、推進会議設置に関する意向をまとめる。

• 推進会議の設置に向けたメンバーが集まり、地域の魅力や課題への理解を深めるとともに、

参加者間の関係性を構築する。

• 推進会議の運営体制や必要な役割を検討し、設置準備を行う。

※ 準備会設置後の翌々年度までに推進会議に移行(予定)。
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（４）各会議体の役割と移行プロセス

各中学校区に推進会議の設置については、地域の意向を大切にしながら、地域の実情にあわせて段階的に進めます。
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